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二
月
定
例
京
都
市
会
は
、
平
成
十
八

年
度
予
算
案
や
ご
み
回
収
に
有
料
指
定

袋
制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
条
例
改

正
、
国
民
保
護
法
に
基
づ
く
協
議
会
を

作
る
条
例
な
ど
計
百
三
十
六
議
案
を
可

決
し
、
三
月
十
七
日
に
閉
会
し
ま
し

た
。
　
京
都
市
は
引
き
続
く
財
政
非
常
事
態

下
に
あ
っ
て
、
ま
ず
は
財
政
の
健
全
化

へ
の
道
筋
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回

も
戦
略
的
予
算
編
成
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
市
政
改
革
実
行
プ
ラ
ン
、
財
政
健

全
化
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
聖
域
な
き
行
財

政
改
革
を
断
行
し
九
十
六
億
円
の
財
源

を
生
み
出
し
た
こ
と
、
ま
た
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
【
（
収
入
か
ら
市
債
の

借
入
れ
を
除
い
た
も
の
）
マ
イ
ナ
ス
（

支
出
か
ら
公
債
費
を
除
い
た
も
の
）
】

も
引
き
続
き
黒
字
を
確
保
す
る
な
ど
の

今
回
の
取
り
組
み
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
次
の
六
つ
の
政
策
に
重
点
を

お
く
な
ど
「
桝
本
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
総

仕
上
げ
に
向
け
て
更
に
前
進
す
る
予

算
」
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
所
に
も

特
色
が
あ
り
ま
す
。

①
歴
史
都
市
・
京
都
の
創
生
と
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
　
②
安
心
安
全
で
個
性
あ

る
地
域
ま
ち
づ
く
り
　
③
環
境
共
生
型

都
市
の
実
現
　
④
福
祉
の
充
実
　
⑤
子

育
て
支
援
と
学
校
教
育
の
充
実
　
⑥
京

都
経
済
の
更
な
る
活
性
化
と
都
市
基
盤

整
備
　
い
ず
れ
も
重
要
か
つ
必
要
な
政
策
で

あ
り
ま
す
。
桝
本
市
長
は
年
頭
訓
示
に

て
、
江
戸
末
期
の
儒
学
者
の
佐
藤
一
斎

の
著
作
か
ら
「
時
世
に
連
れ
て
動
か
す

べ
き
を
動
か
さ
ざ
れ
ば
、
大
勢
立
た
ぬ

も
の
な
り
」
と
い
う
一
節
を
引
用
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
意
は
、
世
の
中
に
は
大

き
な
流
れ
が
あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

変
え
る
べ
き
も
の
は
変
え
る
。
さ
も
な

け
れ
ば
、
時
勢
に
遅
れ
て
役
に
立
た
な

く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま

さ
に
、
小
泉
内
閣
が
進
め
る
自
由
民
主

党
の
改
革
路
線
が
大
き
な
流
れ
で
あ
り

ま
す
。
自
民
党
市
議
団
は
、
時
代
の
大

き
な
転
換
期
に
時
期
を
失
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
京
都
市
政
を

見
極
め
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

聖
域
な
き
改
革

自
民
党
が
評
価

議
員
報
酬
５
％
削
減
継
続

平成18年度 京都市当初予算

1兆7,505億円

　
京
都
市
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
五
％

カ
ッ
ト
を
来
年
度
も
継
続
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
京
都
市
が
平

成
十
三
年
度
に
財
政
難
か
ら
京
都
市
財

政
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
た
こ
と
を
発

端
に
我
々
京
都
市
会
議
員
が
自
主
的
に

削
減
を
年
々
決
定
し
て
き
た
も
の
で
、

六
年
目
に
な
り
ま
す
。
年
間
約
三
千
八

百
万
円
の
節
減
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
う
や
く
景
気
も
回
復
傾
向
と
な
り
、

京
都
市
に
お
け
る
実
な
る
景
気
浮
揚
に

向
け
て
頑
張
り
ま
す
。

社会福祉費
　児童福祉 541.50
　生活保護 662.59
　障害者福祉 265.52
　高齢者福祉 349.34

都市建設費
　道路整備・管理 422.83
　公園整備・管理 37.10
　住宅整備・管理 109.10
　区画整理 48.71
　地下鉄建設出資金等 117.17
　公共下水雨水処理負担金 305.30

保健衛生費　　　
　保健対策（母子・成人等） 69.57
　環境保全・ごみ減量化 39.40
　ごみ処理 226.65

教育文化費費
　学校教育 505.75
　生涯学習 19.46
　芸術文化振興 32.71

産業経済費
　商工業振興 37.73
　中小企業金融対策 477.15
　観光振興  8.68
　農林業振興 9.26

総務費その他
　議会運営 6.24
　市庁舎管理 6.70
　区庁舎管理 13.20

公債費
　元　金 606.00
　利　子 228.83

行政目的別
6957億3800万円

保健衛生費
630.85
（9.1％）

都市建設費
1,362.43
（19.6％）

教育文化費　　　
　618.80
　（8.8％）　　

公債費
　848.00
　（12.2％）

産業経済費
565.21
（8.1％）　　

消防費
270.22
（3.9％）

総務費その他
 　　　549.47
　　　　（7.9％）　　

社会福祉費
2,112.40
（30.4％）

扶助費　
　保育所 219.75
　生活保護 654.54
　障害者福祉関係 205.62
　高齢者福祉関係 28.57
　児童手当 78.70
　就学援助 11.20

給与費
　職員給料 510.30
　職員手当 499.30
　職員共済費 192.01

物件費その他
　小中学校管理費  59.78
　公共施設維持補修 92.22
　中小企業金融対策 　477.15
　税務事務 23.50
　児童育成施設 23.18
　クリーンセンター運営 24.66

普通建設事業費
　社会福祉施設等 14.82
　道路・街路 367.78
　公　園 23.62
　市営住宅  23.11
　学　校 124.91
　区画整理 45.14

繰出金
　国民健康保険 154.06
　介護保険 132.19
　公営企業
　　　病　院 25.62
　　　上下水  363.52
　　　交　通 206.94

公債費
　元　金 606.00
　利　子 226.83

経費性質別
6957億3800万円

給与費
1,270.25
（18.3％）

扶助費
1391.67
（20.0％）

物件費その他
　　1,453.95
　　（20.9％）

普通建設事業費
　　965.19
　　（13.8％）

災害復旧事業費
0.01（0.0％）

公債費
832.83
（12.0％）

繰出金
1,043.48
（15.0％）

京
都
創
生
な
ど
６
政
策
重
点

京
都
創
生
な
ど
６
政
策
重
点

京
都
創
生
な
ど
６
政
策
重
点一般会計歳入予算

特 別 会 計

公営企業会計

（単位　億円）

（単位　億円）

（単位　億円）

（注）平成18年度市債予算額には、減税補てん債（一般財源扱い）25.84億円
　　及び臨時財政対策債（一般財源扱い）166.55億円を含む。

歳入総額
6957億5800万円

市税　
2,377.31
（34.2％）

その他の収入
 986.58
（14.2％）

府税交付金
その他
401.79
（5.8％）

使用手数料
226.96
（3.3％）

地方特例
交付金
69.80
（1.0％）

地方
交付税
897.50
（12.9％）

国・府
支出金
　　1,173.68
　　　（16.8％）

市債
823.77
（11.8％）

自
主
財
源

依
存
財
源

公営企業会計
2968億4600万円

特別会計
7578億9100万円

病院事業
160.55 
（5.4％）

水道事業
584.21
（19.7％）

国民健康保険事業
1,318.52
（17.4％）

介護保険事業
852.58
（11.2％）

老人保健
1,415.71
（18.7％）

基金
696.71
（9.2％）

市公債
3,125.21
（41.2％）

その他
170.18
（2.3％）

公共下水道事業
1,144.53
（38.5％）

自動車運送事業（市バス）
275.59 
（9.3％）

高速鉄道事業（地下鉄）
803.58

（27.1％）

一
般
会
計
歳
出
予
算

消費的経費（59.2%）

投資的経費（13.8%）

（注）その他の項目
土地取得 53.17 ／ 市街地再開発事業 29.46 ／ 中央卸売市場第一市場 28.40
駐車場事業 21.55 ／ 地域水道 11.93 ／ 中央卸売市場第二市場・と畜場 8.19
母子募婦福祉資金貸付事業 5.84 ／ 土地区画整理事業 4.39
京北地域水道 4.06 ／ 特定環境保全公共下水道 2.58 ／  農業集落排水事業 0.61

当初予算の規模
1兆7504億7500万円

一般会計
　6957億3800万円

特別会計
　7578億9100万円

公営企業会計
　2968億4600万円
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　　　【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
】

　
田
中
セ
ツ
子
議
員
（
質
疑
）
昨
年
十

一
月
市
会
で
二
百
八
十
八
施
設
、
百
八

十
三
の
指
定
管
理
者
に
係
る
議
案
が
可

決
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
指
定
の

大
半
が
既
存
の
外
郭
団
体
な
ど
で
あ
る

こ
と
は
、
「
官
か
ら
民
へ
」
と
い
う
趣

旨
か
ら
し
て
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
十
一
月
市
会
に
お
け
る
指
定

管
理
者
制
度
に
つ
い
て
の
付
帯
決
議
の

中
で
も
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
特

に
問
題
だ
と
痛
感
し
た
点
は
、
応
募
条

件
・
資
格
が
管
理
及
び
運
営
の
実
績
を

概
ね
二
年
以
上
と
し
て
い
る
な
ど
、
既

存
の
外
郭
団
体
へ
有
利
な
条
件
設
定
に

な
っ
て
い
る
点
と
、
選
定
委
員
に
市
職

員
や
そ
の
Ｏ
Ｂ
が
数
多
く
就
任
し
て
い

る
点
で
す
。
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

に
当
た
り
、
現
時

点
で
の
総
括
と
今

後
の
取
り
組
み
方

向
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
桝
本
　
兼
市
長

（
答
弁
）
本
市
で

は
、
い
ち
早
く
指

定
管
理
者
制
度
の

導
入
の
取
り
組
み

に
着
手
し
、
公
募

を
原
則
と
す
る
と

と
も
に
、
選
定
委

員
会
へ
の
外
部
委

員
の
参
画
の
義
務

付
け
や
委
員
会
の

原
則
公
開
な
ど
、

他
都
市
を
先
導
す

る
先
駆
的
な
取
り

組
み
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
開
館
時
間
の
延
長
な
ど
、
よ
り

一
層
利
用
さ
れ
る
方
々
に
御
満
足
い
た

だ
く
た
め
の
様
々
な
改
善
が
図
ら
れ
る

と
と
も
に
、
平
成
十
八
年
度
予
算
案
に

お
い
て
約
五
億
円
の
財
政
効
果
が
見
込

ま
れ
る
な
ど
、
多
く
の
成
果
を
挙
げ
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
認
識

し
て
お
り
、
特
に
、
十
一
月
市
会
で
の

付
帯
決
議
を
重
く
受
け
止
め
、
現
在
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
総
括
、
分
析

作
業
を
精
力
的
に
進
め
て
お
り
、
よ
り

公
正
か
つ
透
明
度
の
高
い
選
定
委
員
会

の
在
り
方
や
、
民
間
参
入
を
促
進
す
る

う
え
で
過
度
な
資
格
要
件
が
な
か
っ
た

か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
基
準
の
見
直
し

を
行
う
な
ど
、
本
制
度
が
よ
り
有
効
に

活
用
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
に
取
り
組
み

の
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

【
観
光
客
五
千
万
人
構
想
の
実
現
】

　
田
中
セ
ツ
子
議
員
（
質
疑
）
去
る
一

月
十
八
日
、
市
長
は
観
光
客
五
千
万
人

構
想
の
総
仕
上
げ
を
図
る
た
め
、
五
年

間
を
取
り
組
み
期
間
と
す
る
「
新
京
都

市
観
光
振
興
推
進
計
画
〜
ゆ
と
り
　
う

る
お
い
　
新
お
こ
し
や
す
プ
ラ
ン
21
」

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
に
は
、
多

彩
な
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

市
長
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
「
五
千
万
人
観
光
都
市
・

京
都
」
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
施
策
の
進
捗
を
客
観
的
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
仕
組
み
を
含
め
、
ご
所
見
を
お

伺
い
し
ま
す
。

　
桝
本
　
兼
市
長
（
答
弁
）
こ
の
度
の

「
ゆ
と
り
　
う
る
お
い
　
新
お
こ
し
や

す
プ
ラ
ン
21
」
は
、
本
市
が
主
導
的
役

割
を
果
た
し
な
が
ら
、
オ
ー
ル
京
都
の

体
制
で
今
後
五
年
間
に
取
り
組
む
観
光

施
策
・
事
業
を
策
定
し
た
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
計
画
の
進
行
管
理
に
つ
き
ま

し
て
は
、
京
都
府
、
京
都
商
工
会
議
所
、

京
都
市
観
光
協
会
、
京
都
府
観
光
連
盟

と
共
に
設
立
す
る
連
合
組
織
に
お
い

て
、
オ
ー
ル
京
都
の
立
場
か
ら
、
さ
ら

に
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聴
き

し
、
反
映
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
、
学

識
経
験
者
や
市
民
公
募
委
員
か
ら
成
る

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会
を
設
置
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
観
光

立
国
・
日
本
の
牽
引
役
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
、
新
計
画
に
定
め
る
百

二
十
一
施
策
に
全
力
で
取
り
組
み
、
５

千
万
人
観
光
都
市
の
早
期
実
現
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
。

　【
向
日
町
上
鳥
羽
線
及
び
第
二
久
世
橋

の
整
備
】

　
田
中
セ
ツ
子
議
員
（
質
疑
）
整
備
着

手
か
ら
十
数
年
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で

来
ら
れ
ま
し
た
が
、
橋
の
外
観
が
確
認

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
よ
い
よ
完
成

の
時
期
が
近
づ
い
て
来
た
と
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。
用
地
買
収
に
つ
き
ま

し
て
も
困
難
な
こ
と
が
あ
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
本
路
線
の
完
成
は
、
私
た
ち

南
区
民
長
年
の
悲
願
で
す
。
予
定
ど
お

り
、
平
成
十
九
年
度
に
完
成
で
き
る
の

か
ど
う
か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

　
中
島
康
雄
建
設
局
長
（
答
弁
）
本
路

線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
道
１
７
１
号

か
ら
大
藪
街
道
ま
で
の
区
間
は
既
に
一

定
の
整
備
が
完
了
し
、
現
在
、
暫
定
供

用
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
残
る
吉
祥
院

下
鳥
羽
線
ま
で
の
区
間
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
元
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
鋭

意
用
地
買
収
を
進
め
る
と
と
も
に
、
桂

川
渡
河
部
と
な
る
仮
称
第
二
久
世
橋
に

つ
き
ま
し
て
も
、
下
部
工
工
事
を
既
に

完
成
さ
せ
、
現
在
、
桁
の
仮
設
を
順
次

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本

路
線
が
担
う
役
割
の
重
要
性
や
南
区
を

は
じ
め
と
す
る
市
民
の
皆
様
の
強
い
思

い
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
引
き
続
き
残

る
用
地
の
確
保
及
び
整
備
工
事
に
全
力

で
取
り
組
み
、
平
成
十
九
年
度
の
完
成

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

内
海
貴
夫
議
員
（
東
山
区
）

代
表
質
疑
　
月

市
会

【
J
R
東
大
路
駅
（
仮
称
）
の
構
想
】

　
内
海
貴
夫
議
員
（
質
疑
）
「
Ｊ
Ｒ
東

大
路
駅
構
想
の
検
討
」
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
件
の
今
日
ま
で
の
経

過
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
昭
和
三
十
一

年
八
月
二
十
五
日
と
昭
和
三
十
三
年
二

月
二
十
四
日
に
請
願
書
が
採
択
を
さ
れ

て
お
り
、
そ
し
て
平
成
十
六
年
十
月
八

日
に
Ｊ
Ｒ
東
海
道

線
東
大
路
駅
（
仮

称
）
新
設
の
検
討

の
請
願
書
が
全
会

派
賛
成
で
三
度
目

の
採
択
が
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
を
受

け
こ
の
度
、
五
百

万
円
の
検
討
調
査

費
を
つ
け
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な

り
、
実
に
五
十
年

を
か
け
た
喜
び
に

ひ
た
り
、
感
謝
し

て
い
る
次
第
で

す
。
そ
こ
で
お
た

ず
ね
い
た
し
ま
す

が
、
こ
の
度
の
調

査
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
調
査
項
目
と
さ
れ
る
の
か
お
答

え
下
さ
い
。

　
桝
本
　
兼
市
長
（
答
弁
）
J
R
新
駅

設
置
に
関
し
ま
し
て
は
、
昭
和
三
十
一

年
以
来
三
度
の
請
願
が
出
さ
れ
、
東
山

区
の
基
本
計
画
に
お
い
て
も
位
置
付
け

ら
れ
る
な
ど
、
住
民
の
皆
様
の
長
年
に

わ
た
る
熱
い
思
い
で
あ
る
と
真
摯
に
受

け
止
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
新
駅
の

構
想
は
、
東
山
地
域
を
訪
れ
る
観
光
客

や
地
域
住
民
の
皆
様
の
利
便
性
向
上
は

も
と
よ
り
、
京
都
の
交
通
ま
ち
づ
く
り

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
来
年
度
調
査
を
行
う
こ
と
と
致

し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
地
形
や
既
存
施
設
な

ど
の
基
礎
的
な
調
査
や
駅
舎
設
置
に
係

る
技
術
的
課
題
、
整
備
費
用
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
J
R
西

日
本
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
等
と

の
協
議
を
進
め
、
新
駅
設
置
の
可
能
性

に
つ
い
て
積
極
的
に
検
討
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
内
海
議
員
質
疑
３
面
に
続
く
）

住民熱き思い
調査費の計上
東山区の基本計画に

外郭団体　に
条件設定有利
基準の見直しも必要

指
定
管
理
者
制
度
に
課
題

JR
新
駅
へ
50
年
ぶ
り
一
歩

２

田
中
セ
ツ
子
議
員
（
南
区
）

5,000万人観光客誘致をめざす京の観光地（嵐山・渡月橋を望む）

JR東大路駅の設置が期待される東海道線の新駅候補地付近

新
お
こ
し
や
す
21

施
策
を
ど
う
活
用

向
日
町
上
鳥
羽
線
の

19
年
度
完
成
め
ざ
す

　　　　田中議員の質疑項目
・市政改革の取り組み
・区役所における窓口サービスの向上
・指定監理者制度導入の取り組み
・女性職員の登用　・観光客５千万人構想の実現
・修学旅行の誘致　・二条城の保存整備
・同和行政の終結　・市立浴場の見直し
・JR西大路、向日町間の新駅の整備
・向日町上鳥羽線及び（仮称）第二久世橋の整備

（
既
存
）
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【
職
員
の
福
利
厚
生
の
見
直
し
と
保
養

所
の
市
民
へ
の
開
放
】

　
内
海
貴
夫
議
員
（
質
疑
）
自
民
党
京

都
市
会
議
員
団
で
は
、
本
市
に
お
け
る

職
員
団
体
・
労
働
組
合
の
活
動
に
関
し

市
民
の
理
解
と
共
感
を
得
る
こ
と
が
出

来
る
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
も
と
づ

く
市
政
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
市
民

の
目
線
に
立
っ
て
、
よ
り
一
層
の
点
検

を
し
て
欲
し
い
と
の
市
民
要
望
に
応
え

る
た
め
、
こ
の
度
、
自
民
党
京
都
市
役

所
構
造
改
革
戦
略
会
議
を
設
置
い
た
し

ま
し
た
。
今
回
は
京
都
市
職
員
の
福
利

厚
生
に
関
し
て
二
点
お
た
ず
ね
し
ま

す
。
　
第
一
に
、
京
都
市
の
職
員
厚
生
会
へ

の
職
員
一
人
当
た
り
の
公
費
支
出
額
は

政
令
指
定
都
市
・
都
道
府
県
の
中
で
上

位
に
あ
り
、
今
後
は
、
職
員
の
福
利
厚

生
事
業
の
見
直
し
を
一
層
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
職
員
厚
生
会
の
財
政
規
模
の

縮
減
を
図
り
、
公
費
支
出
額
の
更
な
る

削
減
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
が
、
い
か

が
で
す
か
。
ま
た
、
保
養
所
の
利
用
は

職
員
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

稼
働
率
が
徐
々
に
低
下
し
、
そ
の
こ
と

が
運
営
赤
字
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
非
常
に
大
き
な
問
題
な
の
で
あ
り

ま
す
。
保
養
所
の
市
民
開
放
と
い
う
手

法
を
通
じ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の
福
利
厚
生

事
業
に
対
す
る
市
民
の
理
解
を
得
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
お
答
え
下
さ

い
。
　
松
井
珍
男
子
副
市
長
（
答
弁
）
本
市

で
は
、
職
員
厚
生
会
を
通
じ
福
利
厚
生

事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
の
あ
り
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
、
不
断

の
点
検
、
見
直
し
を
行
っ
て
き
て
お

り
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
は
、
職
員
厚

生
会
へ
の
公
費
と
職
員
の
掛
金
と
の
割

合
を
、
一
対
一
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
保
養
所
の
運
営
手
法
の

変
更
を
は
じ
め
、
福
利
厚
生
事
業
の
点

検
、
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
職
員
一

人
当
た
り
の
公
費
の
支
出
額
も
含
め
、

公
費
負
担
が
一
層
適
正
な
も
の
と
な
る

よ
う
、
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
保

養
所
を
市
民
の
皆
様
に
開
放
す
る
こ
と

は
本
市
の
福
利
厚
生
事
業
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
と
共
に
、
施
設
の
有
効
活

用
に
よ
り
、
利
用
率
が
向
上
し
、
財
政

負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
現
在
、
職
員
厚
生
会
に

お
い
て
抜
本
的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
て

お
り
、
市
民
開
放
に
つ
き
ま
し
て
も
、

そ
の
見
直
し
の
中
で
積
極
的
に
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

【
高
齢
者
等
に
対
す
る
ご
み
排
出
へ
の

支
援
】

　
内
海
貴
夫
議
員
（
質
疑
）
私
は
こ
の

際
、
い
わ
ゆ
る
、
ふ
れ
あ
い
収
集
作
業

に
つ
い
て
積
極
的
に
検
討
す
べ
き
と
思

っ
て
い
ま
す
。
障
害
者
福
祉
、
高
齢
者

介
護
の
現
状
認
識
と
将
来
展
望
を
踏
ま

え
て
、
公
共
の
何
ら
か
の
支
援
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
ち
美
化
事

務
所
と
福
祉
事
務
所
と
が
タ
イ
ア
ッ
プ

す
る
と
か
知
恵
を
絞
っ
て
、
財
政
負
担

を
か
け
な
い
方
法
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
す
か
、
お
答
え
下
さ
い
。

　
松
井
珍
男
子
副
市
長
（
答
弁
）
今
後
、

高
齢
者
等
の
ご
み
の
排
出
の
実
態
把
握

や
、
ご
み
収
集
作
業
と
の
連
携
な
ど
に

つ
い
て
、
保
健
福
祉
局
と
環
境
局
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
さ

せ
、
更
な
る
検
討
を
進
め
る
よ
う
指
示

い
た
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
収
集
作
業

積
極
的
な
検
討
必
要

　　　　内海議員の質疑項目
・職員の福利厚生の見直し・保養所の市民への開放
・有料指定袋制導入に向けての取り組み等
・高齢者等に対するごみ排出への支援
・有料指定袋制の導入と市民の環境意識の高揚
・産業廃棄物の処理問題
・市立病院での男性固有の疾病への対応
・醍醐和光寮の建替え
・醍醐コミュニティバスへの敬老乗車証の適用
・構造計算書偽装事件に伴う対策等
・交通渋滞緩和策の推進・JR東大路駅（仮称）構想

【
中
心
市
街
地
に
お
け
る
交
通
社
会

実
験
】

　
加
藤
盛
司
議
員
（
質
疑
）
年
頭
の
桝

本
市
長
の
記
者
会
見
や
予
算
案
に
も
計

上
さ
れ
て
い
る
、
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち

な
か
戦
略
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
い
た
し

ま
す
。

　
会
見
翌
日
の
新
聞
記
事
で
は
、
マ
イ

カ
ー
排
除
と
い
っ
た
言
葉
が
踊
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
す
ぐ
都
心
部
か
ら
全
て

の
自
動
車
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と

は
、
混
乱
を
も
た
ら
し
、
あ
ま
り
に
も

影
響
が
大
き
す
ぎ
現
実
的
で
な
い
と
思

い
ま
す
。
一
月
末
に
行
わ
れ
た
交
通
調

査
を
も
と
に
、
来
年
度
に
は
関
係
者
に

よ
る
協
議
会
を
設
置
し
、
交
通
社
会
実

験
の
実
施
を
目
指
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
ど
の
よ
う
な
姿
を
目
指
し
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
か
れ
る
の

か
お
答
え
下
さ
い
。
そ
れ
は
単
に
社
会

実
験
だ
け
な
の
か
、
そ
れ
と
も
い
ず
れ

は
恒
常
的
な
も
の
と
考
え
て
お
ら
れ
る

の
か
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
桝
本
　
兼
市
長
（
答
弁
）
歩
行
者
が

主
役
の
交
通
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
来
年
度
の
早
い
時
期
に
対
象
地
域

（
四
条
通
・
河
原
町
通
・
御
池
通
・
烏

丸
通
に
囲
ま
れ
た
地
域
）
の
住
民
や
商

店
街
の
皆
様
、
関
係
機
関
に
呼
び
か
け

て
協
議
会
を
設
置
し
、
幅
広
い
御
意
見

を
お
聞
き
し
な
が
ら
合
意
形
成
を
図

り
、
具
体
的
な
施
策
を
視
野
に
入
れ
た

交
通
社
会
実
験
を
平
成
十
九
年
度
に
実

施
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

「
歩
く
ま
ち
」
の
実
現
は
、
京
都
発
展

の
命
運
を
握
る
も
の
で
あ
り
、
単
な
る

社
会
実
験
に
と
ど
ま
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
様
と
力
を
合

わ
せ
、
全
国
の
大
都
市
の
モ
デ
ル
と
な

る
、
新
し
い
都
心
部
の
交
通
ま
ち
づ
く

り
戦
略
に
、
果
敢
に
挑
戦
し
て
参
り
ま

す
。

【
歩
い
て
楽
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て

の
自
転
車
対
策
】

　
加
藤
盛
司
議
員

（
質
疑
）
こ
れ
か
ら

の
都
心
部
の
交
通
問

題
を
考
え
る
時
、
自

転
車
問
題
は
避
け
て

通
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
気
軽
に
利
用

で
き
て
、
環
境
に
も

優
し
い
自
転
車
は

「
脱
車
社
会
」
の
主

役
と
し
て
脚
光
を
浴

び
て
い
ま
す
が
、
現

実
に
は
街
中
の
い
た

る
と
こ
ろ
に
放
置
さ

れ
、
狭
い
歩
道
で
も

猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り

抜
け
る
な
ど
マ
ナ
ー
の
悪
い
乗
り
物
に

な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

自
転
車
の
利
用
を
呼
び
か
け
る
な
ら
、

中
心
部
に
駐
輪
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
歩
い
て

楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の

自
転
車
対
策
に
つ
い
て
お
答
え
下
さ

い
。
　
中
島
康
雄
建
設
局
長
（
答
弁
）
都
心

部
に
お
い
て
駐
輪
の
た
め
の
用
地
を
確

保
す
る
こ
と
は
難
し
い
課
題
で
あ
り
ま

す
が
、
既
存
の
自
転
車
駐
車
場
の
拡
充

や
公
共
空
間
の
活
用
等
、
様
々
な
工
夫

を
し
な
が
ら
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を

図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

歩
道
を
利
用
し
た
自
転
車
駐
車
場
の
確

保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
景
観
の
観
点
を

含
め
、
他
都
市
の
事
例
も
参
考
に
し
な

が
ら
調
査
、
研
究
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
集
客
施
設
の
自
転
車
駐
車
場
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
二
万
千

八
百
二
十
台
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
放

置
自
転
車
対
策
に
効
果
が
上
が
っ
て
お

り
、
今
後
、
対
象
施
設
の
拡
大
や
店
舗

面
積
の
引
き
下
げ
等
の
見
直
し
に
よ
る

付
置
義
務
の
強
化
を
検
討
し
て
参
り
ま

す
。

【
都
心
部
の
景
観
形
成
】

　
加
藤
盛
司
議
員
（
質
疑
）
田
の
字
の

内
部
の
職
住
共
存
地
区
と
呼
ば
れ
て
い

る
地
区
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
な
景

観
形
成
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
こ
の
地
区
に
は
今
も
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
そ

の
デ
ザ
イ
ン
や
色
に
つ
い
て
も
京
都
ら

し
い
も
の
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
桝
本
　
兼
市
長
（
答
弁
）
こ
の
地
区

の
景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
①
京
都
ら

し
い
歴
史
的
な
町
並
み
景
観
、
②
都
心

に
お
け
る
良
好
な
居
住
環
境
、
③
都
市

と
し
て
の
活
力
の
三
つ
の
調
和
が
重
要

な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
考
え
、
平
成
十
五
年

に
、
「
ま
ち
な
み
整
備
審
議
会
」
の
答

申
を
受
け
、
美
観
地
区
の
拡
大
な
ど
三

つ
の
法
制
度
を
組
み
合
わ
せ
た
独
自
の

方
式
に
よ
っ
て
、
中
高
層
建
築
物
に
対

す
る
建
築
規
制
の
強
化
と
賑
わ
い
施
設

の
誘
導
の
仕
組
み
を
緊
急
に
整
備
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
成
果
は
現
れ
つ
つ

あ
る
も
の
の
、
高
さ
の
上
限
規
制
を
変

更
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
歴
史
的

町
並
み
と
調
和
し
た
景
観
の
保
全
、
創

出
の
た
め
の
規
制
と
し
て
は
、
限
界
が

あ
っ
た
こ
と
も
否
め
ず
、
更
な
る
高
さ

規
制
等
の
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
、
ま

た
、
歴
史
的
町
並
み
と
調
和
し
た
中
高

層
の
現
代
建
築
に
対
す
る
明
確
な
デ
ザ

イ
ン
基
準
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
三
月
に
「
時
を
超
え
光
り
輝
く

京
都
の
景
観
づ
く
り
審
議
会
」
か
ら
、

中
間
取
り
ま
と
め
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
平
成
十
八
年
度
に
、
職

住
共
存
地
区
に
ふ
さ
わ
し
い
高
さ
規
制

の
見
直
し
と
「
京
都
様
式
」
と
も
言
う

べ
き
デ
ザ
イ
ン
基
準
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

加
藤
盛
司
議
員
（
中
京
区
）

歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り

放置自転車が散乱する繁華街の歩道（河原町通三条）

保
養
所
の
市
民
開
放

具体的施策へ
交通社会実験
影響大きい車排除

放
置
自
転
車
な
く
す

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を

マ
ン
シ
ョ
ン
建
築
に

デ
ザ
イ
ン
基
準
策
定

　　　　加藤議員の質疑項目
・市債残高増加の市財政への影響
・18年度予算編成における行政評価システムの役割
・都心部の景観形成
・中心市街地における交通社会実験
・歩いて楽しいまちづくりに向けての自転車対策
・ゼスト御池の活性化等
・教員養成の取り組み
・障害者自立支援法施行に伴う施策の推進
・地下鉄東西線の天神川延伸事業の見通し
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古紙配合100％の再生紙と環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

　
昨
年
末
に
発
足
し
た
「
自
民
党
京
都

市
役
所
構
造
改
革
戦
略
会
議
」
は
活
発

な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

昨
年
九
月
の
定
例
市
会
で
自
民
党
市
議

が
代
表
質
問
で
、
ヤ
ミ
専
従
問
題
、
違

法
な
組
織
活
動
や
選
挙
活
動
、
政
治
活

動
な
ど
京
都
市
に
お
け
る
職
員
団
体
・

労
働
組
合
の
活
動
に
つ
い
て
質
問
を
致

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
民
の
皆
様
よ

り
自
民
党
市
議
団
に
対
し
、
市
民
の
理

解
と
共
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
市
政
運
営
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
市
民
の
目
線
に

立
っ
て
見
直
さ
れ
る
よ
う
よ
り
一
層
の

点
検
を
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
、
そ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、

内
海
貴
夫
議
員
を
委
員
長
に
自
民
党
市

議
の
有
志
十
数
名
で
構
成
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
す
。

　
平
成
十
七
年
十
二
月
十
五
日
に
開
か

れ
た
第
一
回
会
合
を
皮
切
り
に
、
こ
れ

ま
で
三
回
の
会
合
を
開
き
、
「
給
付
事

業
と
保
養
所
」
（
京
都
市
職
員
厚
生
会
）

と
い
う
当
面
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
総
務

局
長
の
出
席
を
求
め
、
給
付
関
連
事
業
、

厚
生
関
連
事
業
、
購
買
関
連
事
業
の
三

事
業
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
求
め
、

熱
心
に
調
査
、
質
疑
、
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
別
に
テ
ー

マ
を
絞
り
、
分
科
会
方
式
で
さ
ら
な
る

調
査
研
究
を
実
施
し
、
公
開
を
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
ず
は
市
民
の
皆
様
に
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
京
都
市
職
員
の
福

利
厚
生
の
あ
り
方
を
求
め
て
参
り
ま
す
。

　
自
民
党
の
清
水
鴻
一
郎
衆
議
院
議
員

と
伏
見
区
選
出
の
自
民
党
府
・
市
議
五

人
は
、一
月
四
日
伏
見
区
竹
田
学
区
で

新
年
の
挨
拶
回
り
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

道
路
脇
に
置
か
れ
て
い
た
洗
濯
機
か
ら

煙
が
上
が
っ
て
い
る
の
を
発
見
、
直
ち

に
１
１
９
番
通
報
す
る
と
と
も
に
、
付

近
の
家
か
ら
消
火
器
や
バ
ケ
ツ
を
借
り

初
期
消
火
に
奮
闘
、
大
き
な
被
害
に
な

る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後

日
、
住
民
と
と
も
に
お
手
柄
の
市
議
ら

に
伏
見
消
防
署
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
調
査
と
点
検

（
写
真
前
列
右
か
ら
）

問
題
点
を
見
直
し
へ

活
発
に「
自
民
党
市
役
所
構
造
改
革
戦
略
会
議
」

市民と同じ目線に立って、市政運営について審議する
自民党有志議員の市役所構造改革戦略会議

自民党議員団は
頑張っています

市民と共感！市民と共感！

http://libasta.at.infoseek.co.jp/
詳しくは、きょうと青年政治大学校HPまで

第8期・6月上旬開校予定！第8期・6月上旬開校予定！

きょうと
青年政治大学校
きょうと
青年政治大学校

消
火
活
動
で
贈
ら
れ
た
感
謝
状

あっ煙…火事や
自民議員お手柄
すぐ119番、消火活動

予定講師陣は・・・

自民党所属国会議員／大学教授
文化人／地元起業家　他

寺
田
一
博
（
上
京
区
）

加
藤
盛
司
（
中
京
区
）

中
川
か
ず
お
（
伏
見
区
）

繁
　
隆
夫
（
伏
見
区
）

富
き
く
お
（
山
科
区
）

橋
村
芳
和
（
伏
見
区
）

津
田
大
三
（
中
京
区
）

加
地
　
浩
（
北
　
区
）

田
中
英
之
（
右
京
区
）

中
村
三
之
助
（
上
京
区
）

川
中
増
次
郎
（
山
科
区
）

う
つ
み
貴
夫
（
東
山
区
）

田
中
セ
ツ
子
（
南
　
区
）

井
上
与
一
郎
（
右
京
区
）

西
脇
尚
一
（
下
京
区
）

青
木
ヨ
シ
オ
（
左
京
区
）

北
川
あ
き
ら
（
西
京
区
）

中
村
や
す
ろ
う
（
西
京
区
）

高
橋
泰
一
朗
（
伏
見
区
）

磯
辺
と
し
子
（
東
山
区
）

国
枝
克
一
郎
（
上
京
区
）

巻
野
　
渡
（
左
京
区
）

小
林
正
明
（
北
　
区
）

ム
ク
ダ
知
雄
（
南
　
区
）

（
写
真
後
列
右
か
ら
）

（
療
養
中
）


